
　毒を持つセアカゴケグモの成体1匹が７月３日、甲南町
杉谷地先の甲南パーキングエリアで発見されました。
　市では発見現場周辺を調査しましたが他には発見されま
せんでした。
　セアカゴケグモの生息域は関西を中心に全国的に拡散し
ており、毎年発見報告があります。セアカゴケグモは攻撃
性もなく比較的おとなしいクモですが、素手でつかまえた
り、巣に触れたりすると、かまれることがあります。また
驚かすと死んだ真似をすることがありますが、素手では絶
対にさわらないでください。発見した場合は、情報を提供
いただきますようお願いします。

◆クモを駆除する場合◆
　市販の殺虫剤（ピレス
ロイド系）の噴霧や、踏
みつぶすことで駆除で
きます。また、卵（卵の
う：数百個の卵が入っ
ている袋）については、
しっかり踏みつぶすか、
焼却してください。駆
除の際、素手で触らな
いよう十分ご注意くだ
さい。

平成26年度実施分
市民協働事業提案制度の

お知らせ
～市民の皆さんとの協働により、　　

心豊かに暮らせる魅力ある
　　　　まちづくりを目指して～

　この制度は、「市と協働して事業を進めたい！」
あるいは「すでに行われている行政の事業をより良
いものにしたい！」そんな想いをお持ちの皆さんか
らの提案を受け、対等な立場に立ってともに提案
内容の実現性を高め、事業の実施に向けて力を合
わせていく仕組みとして導入するものです。
　よりよいまちづくり、魅力あるまちづくりのた
めに、アイディアいっぱいのご提案をお待ちして
います。

制度の目的
　市民活動団体の専門性や柔軟性を活かした公益
的な事業の提案を公募し、団体と市が協力し、対
等な関係で事業を実施することで、課題の効果的
な解決を目指す制度です。
提案の種類
　（１）�市民テーマ型事業：提案団体が自由なテーマ

を設定して提案する事業
　（２）�行政テーマ型事業：提案団体が市の設定した

テーマに基づき提案する事業
対象事業
　甲賀市と協働して取り組むことにより、地域課
題や社会的課題の解決が図られ、具体的な成果・効
果が期待できる事業
対象団体
　活動拠点が市内にあり、構成する会員が５人以
上で運営に関する会則等があり、適正な会計処理
が行なわれていること。
　※�行政への一方的な要望や提案団体への支援といっ

たものは不可。
事業の実施期間
　平成26年４月１日から平成27年３月31日
募集受付期間
　平成25年８月12日（月）～９月13日（金）まで
説明会の開催日時
　①８月8日（木）19時～ 20時30分
　②８月9日（金）19時～ 20時30分
　場所・甲賀市役所水口庁舎３階　第２・３会議室
※過去の事例は市ホームページに掲載しています。

セアカゴケグモ
雌は体長10～15mm
で腹部背面に目立った
赤色の斑紋がある

地域コミュニティ推進室
問い合わせ

☎65-0687／　 63-4554
ホームページ  http://www.city.koka.lg.jp/

生活環境課　環境政策係
問い合わせ

☎65-0691／　 63-4582
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　近年、都市に暮らす人々がゆとりややすらぎを求めて、地方の農
山村での田舎暮らしや農作業体験などを通じ、自然、文化、人々と
の交流を楽しむ「グリーンツーリズム」が盛んになってきています。
　市では、活力あるまちづくりの一つとして、この「グリーンツー
リズム」を含む都市農村交流事業を積極的に推進し、地域の活性化
を図ります。　
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応募の要件
・３～４名を泊めていただけ
る部屋があること
・受入事前研修会（説明会）に
参加できること
※・�受入家庭登録は１年毎の更

新となります。
　・�興味をお持ちいただいた方

は、下記までお気軽にお問
い合わせください。

甲賀市都市農村交流事業

・�毎日夫婦二人だけの生活で、中学生の
交流などした事がなかったが、夕食後
に星を見たり、カエルを見に行ったり、
食事の準備も一緒に行い、楽しい時間
を過ごせた。短い時間しか過ごしてい
ないのに、別れの握手をした時は、胸
がジーンとして涙が出そうになりまし
た。（受け入れ家庭）

・�昼食時に生徒が「この家に泊まれて良
かった」と突然話をしてきたことに家
族全員がびっくりして感動した。また、
我が家のおじいちゃんが「若い子と接

して元気をたくさんもらった」と喜んで
くれたことが良かった。（受け入れ家庭）

・�お茶をつんで、焼いて、それからお茶
ができあがっていくところがとても興
味深い体験でした。自分たちで作った
お茶はすごくおいしかったです。（生徒）

・�虫にさされたと言ったら、すぐに薬をぬっ
てくれたおばあちゃん、優しい声で名前
をよんでくれたおじいちゃん、そんなお
二人と過ごす時間が私にとって本当にか
けがえのないものとなりました。（生徒）

「忍者の里こうかで
　　　　　　田舎体験」

受け入れ家庭生徒の声

▲今年訪れた皆さん

▲甲賀市で作った貴重な思い出

▲中嶋市長と事業所の皆さん

平成25年8月1日 22013.8.13 　　　　2013.8.1 平成25年8月1日


